
― 243 ―

印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
七
巻
第
一
号　

平
成
三
〇
年
十
二
月

『
念
仏
鏡
』
に
見
え
る
善
導
と
金
剛
の
対
論
の
事
跡
に
つ
い
て

―
唐
中
期
浄
土
教
家
の
対
三
階
教
姿
勢
と
関
連
し
て

―
加

藤

弘

孝

は
じ
め
に

筆
者
は
『
念
仏
鏡
』
に
対
す
る
一
連
の
研
究
に
お
い
て
、
人
師
の
崇

拝
化
と
い
う
三
階
教
と
唐
中
期
浄
土
教
と
の
共
通
点
を
指
摘
し
た
。
す

な
わ
ち
三
階
教
の
創
始
者
の
信
行
（
五
四
〇
―
五
九
四
）
が
仏
格
を
付
与

さ
れ
る
と
、
法
灯
は
軽
視
さ
れ
、
直
接
、
信
行
に
同
行
す
る
こ
と
の
意

義
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
浄
土
教
に
お
い
て
も
善
導

（
六
一
三
―
六
八
一
）、
大
行
（
生
没
年
不
詳
）
の
祖
師
化
に
同
様
の
動
向

が
見
出
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
）
1
（

。

三
階
教
に
お
け
る
祖
師
化
が
浄
土
教
の
そ
れ
に
先
行
す
る
こ
と
か

ら
、
浄
土
教
が
三
階
教
か
ら
受
容
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
こ
で
あ
る
課
題
が
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
は
『
念
仏
鏡
』
に
お
い

て
三
階
教
批
判
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
唐
中
期
の
浄
土

教
家
は
三
階
教
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
そ
の
特
色
を
摂
取
し
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
受
容
背
景
の
課
題
に
関
し
て

は
、
当
時
の
三
階
教
の
情
勢
を
意
識
し
な
が
ら
『
念
仏
鏡
』
を
精
査
す

る
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
『
念
仏
鏡
』
に
お
け
る
善
導
と
金
剛
（
生
没
年
不
詳
）
の
論
争
の

事
跡
は
、
何
ら
か
の
寓
意
を
含
ん
で
い
る
と
想
定
し
得
る
。
こ
れ
も
浄

土
教
家
の
対
外
観
と
い
う
観
点
で
読
み
解
く
こ
と
で
、
併
せ
て
解
明
で

き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
『
念
仏
鏡
』
に
見
え
る
三

階
教
へ
の
対
抗
姿
勢
を
論
争
の
事
跡
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
考
察
し
、
唐

中
期
浄
土
教
に
お
け
る
人
師
信
仰
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一
　『
念
仏
鏡
』
の
「
念
仏
対
三
階
門
」

ま
ず
は
『
念
仏
鏡
』
に
お
い
て
三
階
教
が
ど
の
よ
う
な
見
方
を
さ
れ

て
い
る
の
か
と
い
う
点
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。
対
外
姿
勢
が
確
認

で
き
る
の
は
「
釈
衆
疑
惑
論
」（
第
十
門
）
と
い
う
篇
目
で
あ
る
。
ま
ず

総
説
が
お
こ
な
わ
れ
た
後
、
更
に
六
門
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項

目
で
、
三
階
教
、
弥
勒
信
仰
、
禅
宗
、
講
説
僧
、
律
宗
な
ど
へ
の
駁
論

が
な
さ
れ
る
。
三
階
教
へ
の
批
判
は
「
念
仏
対
三
階
門
」
と
い
う
項
目

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
三
階
の
教
法
に
対
す
る
念
仏
の
優
越
性
を
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六
つ
の
問
答
を
挙
げ
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
第
一
問
答
で
は
、
三
階
教
に
お
い
て
は
僧
床
に
座
せ
ず
、

僧
食
を
喫
せ
ず
、
過
斎
を
許
す
こ
と
が
な
い
が
、
念
仏
の
教
え
で
は
こ

れ
を
許
し
て
い
る
と
す
る
。
第
二
問
答
で
は
、
三
階
教
徒
は
自
ら
を
悪

衆
生
（
認
悪
）
と
見
做
す
の
に
対
し
て
、
念
仏
信
者
は
好
衆
生
と
す
る
。

第
三
問
答
で
は
、
三
階
教
徒
は
寺
院
と
壁
障
を
設
け
、
他
派
の
僧
と
同

所
に
住
し
な
い
が
、
浄
土
教
は
そ
う
で
は
な
い
と
す
る
。
第
四
問
答
で

は
、
三
階
教
は
形
像
経
典
を
恭
敬
せ
ず
、
四
生
衆
生
を
恭
敬
（
普
敬
）

す
る
の
に
対
し
て
、
念
仏
教
は
像
経
を
尊
崇
す
る
点
が
異
な
る
と
し
て

い
る
。
第
五
問
答
で
は
、
三
階
教
は
地
蔵
菩
薩
を
念
ず
る
が
、
念
仏
教

は
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
点
で
相
違
す
る
と
し
て
い
る
。
第
六
問
答
で

は
、
三
階
教
は
一
乗
教
で
は
な
く
、
念
仏
教
は
一
乗
教
で
あ
る
と
す

る
。
ま
た
末
尾
に
は
大
行
が
三
階
教
徒
を
転
向
さ
せ
た
と
し
て
い
る
。

「
釈
衆
疑
惑
門
」
に
付
設
さ
れ
た
六
門
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
章
（
第

一
―
第
十
二
門
）
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
分
量
が
割
か
れ
て
お
り
、『
念
仏

鏡
』
の
撰
述
者
た
ち
が
い
か
に
他
宗
の
動
向
を
意
識
し
て
い
た
か
を
窺

う
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
三
階
教
の
項
目
に
は
他
宗
の
項
目
と
較

べ
て
多
く
の
分
量
が
配
分
さ
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
冒
頭
に
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
三
階
教
に
対
す
る
強
い
対
抗
意
識
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
基
本
的
な
批
判
姿
勢
と
し
て
は
、
信
仰
生
活
、
実
践

に
関
わ
る
批
判
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
一
部
は
弾
圧
の
直

接
的
な
原
因
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
よ
う
に
三
階
教
を
批

判
す
る
一
方
で
、
沈
黙
す
る
批
判
要
素
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が

祖
師
崇
拝
な
の
で
あ
る
。

二
　
信
行
の
地
位
変
動
と
唐
中
期
浄
土
教

中
国
仏
教
史
上
、
神
格
化
の
現
象
は
珍
し
い
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
先

学
の
研
究
に
基
づ
き
概
観
し
て
い
く
。
ま
ず
矢
吹
慶
輝
は
、
三
階
教
内

部
の
資
料
に
基
づ
き
、
信
行
の
寂
後
、
間
も
な
く
し
て
神
格
化
が
進
行

し
、「
十
地
三
賢
」
の
菩
薩
と
見
做
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
神
龍
二
年

（
七
〇
六
）
の
段
階
で
「
十
力
の
仏
」
と
ま
で
称
讃
さ
れ
る
に
至
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。
更
に
宗
外
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
懐
感
（
生
没
年
不
詳
）

の
『
釈
浄
土
群
疑
論
』（
通
称
『
群
疑
論
』）
に
は
、
三
階
教
徒
が
信
行
を

「
四
依
の
菩
薩
」
と
見
做
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
著
作
は
経
典
以
上
の

尊
崇
を
受
け
、
末
世
に
お
い
て
は
諸
仏
以
上
の
存
在
感
を
示
す
と
い
う

事
例
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
年
代
は
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
敦
煌
本

に
一
乗
菩
薩
で
あ
る
信
行
と
無
尽
蔵
行
を
同
行
す
る
意
義
が
見
出
せ
る

こ
と
、
六
道
に
お
い
て
自
在
に
善
悪
両
種
身
を
受
け
る
存
在
と
見
做
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
論
ず
る
）
2
（

。

こ
の
研
究
成
果
を
受
け
た
西
本
照
真
は
、
敦
煌
写
本
の
再
検
討
を
通

し
て
、
神
格
化
は
直
弟
子
時
代
に
教
化
を
意
識
し
て
積
極
的
に
形
成
さ

れ
た
思
想
的
現
象
と
す
る
）
3
（

。
そ
し
て
先
学
は
直
弟
子
時
代
に
お
け
る
信

行
の
崇
拝
化
と
無
尽
蔵
事
業
は
連
動
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
す
な
わ

ち
信
行
ら
一
乗
菩
薩
と
の
同
行
と
し
て
の
意
義
付
け
が
あ
っ
た
か
ら
こ
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そ
、
布
施
行
と
し
て
の
無
尽
蔵
事
業
は
隆
盛
を
極
め
た
と
い
う
の
で
あ

る
）
4
（

。以
上
の
よ
う
に
信
行
崇
拝
は
特
異
な
現
象
と
し
て
仏
教
史
上
に
位
置

付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
こ
れ
に
対
し
て
仏
教
界
の
反
応
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の

が
、
智
昇
（
生
没
年
不
詳
）
の
『
開
元
釈
教
録
』
に
お
け
る
信
行
の
神
格

化
へ
の
批
判
で
あ
る
。
例
え
ば
智
昇
は
教
祖
と
そ
の
遺
著
へ
の
尊
崇
が

尋
常
で
は
な
い
と
い
う
点
を
問
題
に
し
て
、
三
階
教
を
邪
三
宝
に
似
同

す
る
と
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
）
5
（

。
こ
れ
は
歴
代
に
お
け
る
信
行
著
作
の

禁
書
の
理
由
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
仏
教
史
家
と
し
て
名
高
い
智
昇

が
違
和
感
を
覚
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
智
昇
に
よ
る
三
階
教
批
判
の

多
く
が
仏
教
界
の
共
通
認
識
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

浄
土
教
家
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
や
や
時
代
は
遡
る
も
の
の
懐

感
の
『
群
疑
論
』
で
は
、
信
行
の
典
籍
を
駁
論
し
、
聖
人
で
あ
る
は
ず

の
信
行
が
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
『
念
仏
鏡
』
に
お
け
る
『
群
疑
論
』
の
参

照
姿
勢
で
あ
る
。『
念
仏
鏡
』
で
は
三
階
教
批
判
に
『
群
疑
論
』
を
用

い
て
い
る
。
し
か
し
奇
異
な
こ
と
に
本
書
に
は
祖
師
信
仰
に
纏
わ
る
諸

要
素
（
代
受
苦
、
一
乗
菩
薩
、
無
尽
蔵
行
、
遺
著
信
仰
、
祖
師
同
行
）
へ
の
批

判
が
一
切
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
第
四
問
答
に
お
い
て
も
、
三
階
教

徒
が
仏
像
、
経
典
を
軽
ん
じ
る
態
度
を
普
敬
と
関
連
付
け
て
問
題
視
す

る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
拙
稿
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
代
受
苦

思
想
を
積
極
的
に
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
）
6
（

。

ま
た
『
念
仏
鏡
』
の
「
念
仏
得
益
門
」（
第
三
門
）
で
は
、
念
仏
に
関

し
て
、「
善
道
闍
梨
集
」
の
二
十
三
種
の
利
益
、「
大
行
和
上
」
の
十
種

の
利
益
、「
諸
経
」
の
三
十
種
の
利
益
と
い
う
順
序
で
説
示
が
な
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
人
師
の
所
説
を
経
典
に
優
先
さ
せ
て
お
り
、
遺
書
信

仰
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

決
定
的
な
の
は
祖
師
同
行
の
思
想
で
あ
ろ
う
。
三
階
教
の
『
大
乗
法

界
無
尽
蔵
法
釈
』
で
は
、

但
施
無
尽
蔵
者
、
悉
応
教
云
、
入
信
行
禅
師
法
界
普
無
尽
蔵
。
又
非
直
信
行
禅

師
同
行
、
亦
共
一
切
過
去
未
来
現
在
十
方
虚
空
法
界
等
一
切
国
土
一
切
一
乗
菩

薩
同
此
一
行
。
由
信
行
禅
師
等
一
切
菩
薩
正
故
、
但
同
行
随
喜
見
聞
等
四
階
人

並
正
。
如
蛇
入
竹
筒
、
筒
直
蛇
亦
直
。
然
共
信
行
禅
師
等
同
此
無
尽
蔵
行
故
、

由
所
同
正
、
故
能
同
亦
正
、
不
畏
邪
錯
。 

（『
敦
煌
宝
蔵
』
六
・
九
五
）

と
あ
り
、
信
行
と
同
行
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
過
去
未
来
現
在
の
あ
ら

ゆ
る
時
、
十
方
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
土
の
一
乗
菩
薩
ら
と
こ
の
一
行

（
布
施
行
）
を
同
じ
く
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、『
念
仏

鏡
』
の
「
已
得
往
生
門
」（
第
四
門
）
に
お
い
て
も
、
諸
経
典
を
典
拠
に

「
六
十
七
億
不
退
菩
薩
」
が
往
生
し
た
こ
と
を
述
べ
、
更
に
は
、

又
近
来
、
北
都
有
綽
禅
師
人
、
又
有
律
師
。
西
京
善
道
闍
梨
、
懐
感
法
師
、
大

行
和
上
、
并
僧
法
会
等
数
百
余
僧
人
、
念
阿
弥
陀
仏
往
生
浄
土
。
非
但
僧
等
往

生
、
西
京
東
京
及
余
諸
処
有
数
箇
尼
師
、
得
往
生
浄
土
。
非
但
尼
得
往
生
、
西

京
東
都
及
余
諸
処
亦
有
数
箇
白
衣
賢
者
并
優
婆
夷
等
、
念
阿
弥
陀
仏
、
臨
命
終
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時
、
得
好
境
界
、
往
生
浄
土
。
如
是
品
類
不
可
具
説
。
如
往
生
伝
。
此
即
是
已

往
生
者
有
。
念
仏
法
門
、
凡
夫
二
乗
及
諸
菩
薩
同
行
之
教
。 

 

 

（「
寛
永
十
九
年
版
」
十
三
丁
裏
〜
十
四
丁
表
）

と
あ
っ
て
、
近
来
で
は
、
北
都
（
太
原
）
の
道
綽
（
五
六
二
―
六
四
五
）

や
西
京
（
長
安
）
の
善
導
、
懐
感
、
大
行
、
並
び
に
数
百
余
人
の
僧
が
、

阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
浄
土
に
往
生
し
た
こ
と
。
僧
ら
が
往
生
し
た
だ
け

で
は
な
く
、
西
京
、
東
京
（
洛
陽
）
及
び
そ
の
他
の
地
で
、
幾
人
も
の

尼
僧
が
浄
土
へ
の
往
生
を
遂
げ
た
こ
と
。
尼
僧
が
往
生
を
遂
げ
た
だ
け

で
は
な
く
、
両
京
及
び
そ
の
他
の
地
で
も
幾
人
も
の
優
婆
塞
、
優
婆
夷

ら
が
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
、
命
終
に
好
ま
し
い
対
象
を
見
聞
き
し
て
、

浄
土
に
往
生
し
た
と
い
う
諸
事
例
を
『
往
生
伝
』
に
基
づ
き
な
が
ら
列

挙
し
、
念
仏
が
凡
夫
、
二
乗
及
び
諸
菩
薩
同
行
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
る
の
で
あ
る
。

「
已
得
往
生
門
」
は
経
典
と
『
往
生
伝
』
か
ら
、
不
退
菩
薩
↓
祖
師

↓
比
丘
尼
↓
優
婆
塞
↓
優
婆
夷
と
次
第
す
る
往
生
者
の
先
例
を
示
す
篇

目
で
あ
る
。
こ
れ
は
無
数
の
菩
薩
と
信
行
を
同
行
者
と
し
て
挙
げ
る

『
大
乗
法
界
無
尽
蔵
法
釈
』
の
同
行
思
想
と
酷
似
す
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
代
受
苦
思
想
、
同
行
思
想
、
遺
著
信
仰
な
ど

神
格
化
の
端
緒
は
、
競
合
関
係
に
あ
っ
た
三
階
教
の
信
行
の
神
格
化
現

象
と
関
連
す
る
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
『
念
仏
鏡
』

の
対
三
階
教
姿
勢
と
善
導
、
大
行
の
祖
師
化
は
連
動
し
て
い
る
蓋
然
性

が
高
ま
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
三
階
教
徒
を
初
め
と
す
る
他
学
派
と
の

対
論
を
端
緒
に
、
対
抗
処
置
の
一
環
と
し
て
、
善
導
、
大
行
ら
の
祖
師

化
が
推
進
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
な
る
の
で
あ
る
。

三
　
善
導
と
金
剛
の
論
争

以
上
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
善
導
の
誓
願
思
想
が
、
他

宗
派
の
僧
侶
と
の
対
論
の
中
で
、
宣
揚
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
極

め
て
自
然
な
思
想
展
開
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

善
導
の
誓
願
に
関
し
て
は
、「
誓
願
証
教
門
」（
第
八
門
）
の
編
目
に
、

又
善
導
闍
梨
在
西
京
寺
内
、
与
金
剛
法
師
挍
量
念
仏
勝
劣
、
昇
高
座
遂
発
願

言
、
准
諸
経
中
世
尊
説
、
念
仏
一
法
得
生
浄
土
。
一
日
七
日
一
念
十
念
、
阿
弥

陀
仏
定
生
浄
土
。
此
是
真
実
、
不
誑
衆
生
者
、
即
遣
此
堂
中
二
像
総
皆
放
光
。

若
此
念
仏
法
虚
、
不
生
浄
土
、
誑
惑
衆
生
、
即
遣
善
導
於
此
高
座
上
即
堕
大
地

獄
、
長
時
受
苦
、
永
不
出
期
。
遂
将
如
意
杖
指
、
一
堂
中
像
又
皆
放
光
。
此
是

善
導
闍
梨
立
誓
願
処
。 

（「
寛
永
十
九
年
版
」
二
十
三
丁
裏
〜
二
十
四
丁
表
）

「
ま
た
善
導
阿
闍
梨
は
西
京
（
長
安
）
の
寺
内
に
お
い
て
、
金
剛
法
師

と
念
仏
の
勝
劣
を
挍
量
し
、
高
座
に
昇
っ
て
発
願
し
て
言
っ
た
。「
諸

経
の
中
の
世
尊
の
説
に
よ
れ
ば
、
念
仏
の
法
だ
け
で
浄
土
に
生
ま
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
日
、
七
日
、
一
念
、
十
念
と
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
れ

ば
、
必
ず
浄
土
に
往
生
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
真
実
で
あ
り
、

衆
生
を
誑
か
す
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
堂
中
の
二
像
が
光
を
放
つ
で

あ
ろ
う
。
も
し
も
こ
の
念
仏
の
法
が
偽
り
で
あ
り
、
浄
土
に
生
ま
れ
る

こ
と
が
な
く
、
衆
生
を
惑
乱
さ
せ
る
な
ら
ば
、
善
導
は
こ
の
高
座
に
お
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い
て
即
座
に
大
地
獄
に
堕
ち
、
長
時
の
間
、
苦
を
受
け
て
永
遠
に
出
る

機
会
は
な
い
で
あ
ろ
う
」。
そ
う
し
て
如
意
杖
を
指
し
た
と
こ
ろ
堂
中

の
像
は
み
な
光
を
放
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
善
導
阿
闍
梨
が
誓

願
を
立
て
た
内
容
で
あ
る
」
と
あ
り
、
金
剛
と
の
対
論
の
中
で
誓
願
と

代
受
苦
と
真
実
語
が
示
さ
れ
る
。

対
論
者
で
あ
る
「
金
剛
法
師
」
に
つ
い
て
は
、
岩
井
大
慧
の
論
証
が

存
在
す
る
。
岩
井
大
慧
は
「
長
安
永
平
坊
の
東
門
の
北
に
、
宣
化
尼
寺

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
金
剛
上
人
と
い
う
人
が
お
っ
て
、
頗
る

霊
跡
の
あ
っ
た
こ
と
を
韋
述
の
「
両
京
新
記
」
が
伝
え
て
い
る
こ
と
で

あ
る
」
と
述
べ
、
こ
の
宣
化
尼
寺
の
「
金
剛
上
人
」
に
「
金
剛
法
師
」

を
比
定
す
る
の
で
あ
る
）
7
（

。
こ
の
岩
井
説
は
『
両
京
新
記
』
を
更
に
精
査

す
る
こ
と
で
、
そ
の
蓋
然
性
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本
史
料

の
該
当
箇
所
は
、

隋
開
皇
五
年
、
周
昌
楽
公
主
及
駙
馬
都
尉
尉
遅
安
捨
宅
立
寺
門
。
金
剛
上
人
、

雍
法
雅
所
制
、
頗
有
霊
跡
、
有
一
尼
常
傾
心
供
養
。 

 

 

（『
美
術
研
究
』
第
一
七
〇
号
、
四
一
頁
）

と
い
う
宣
化
尼
寺
に
関
す
る
項
目
で
あ
り
、
隋
の
開
皇
五
年

（
五
八
五
）、
周
昌
楽
公
主
（
生
没
年
不
詳
）
と
駙
馬
都
尉
の
尉
遅
安
（
生

没
年
不
詳
）
が
宅
を
捨
て
て
寺
門
を
建
立
し
た
経
緯
や
、
金
剛
上
人
が

法
雅
を
擁
し
て
制
し
た
所
で
、
極
め
て
霊
験
が
あ
り
、
一
尼
が
常
に
心

を
傾
け
て
供
養
し
て
い
る
と
い
う
事
蹟
が
載
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

重
要
な
の
は
宣
化
尼
寺
に
住
し
て
い
た
と
い
う
「
一
尼
」
の
存
在
で
あ

る
。こ

の
「
一
尼
」
の
手
が
か
り
と
し
て
は
、
西
本
照
真
の
成
果
が
参
照

で
き
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
唐
中
期
、
宣
化
尼
寺
に
は
堅
行
（
六
四
九

―
七
二
四
）
と
い
う
尼
僧
が
住
し
て
お
り
、
そ
し
て
こ
の
堅
行
に
つ
い

て
は
、
三
階
教
徒
で
あ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
）
8
（

。
こ
れ
ら
岩
井
大
慧
、
西
本
照
真
の
研
究
を
本
研
究
と
連
結
さ
せ
る

と
、
金
剛
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
結
論
が
導
き
出
せ
る
。『
両
京
新
記
』

の
記
事
は
、
宣
化
尼
寺
の
堅
行
と
同
時
代
人
で
あ
る
韋
述
（
―
七
五
七
）

に
よ
っ
て
開
元
十
年
（
七
二
二
）
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
（『
玉
海
』）、

信
用
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
当
時
の
「
一
尼
」
と
は
、

『
両
京
新
記
』
撰
述
時
の
時
点
で
存
命
中
の
堅
行
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

堅
行
は
、
同
寺
の
金
剛
を
信
奉
し
て
お
り
、
堅
行
が
三
階
教
徒
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
金
剛
も
ま
た
三
階
教
関
係
者
で
あ
っ
た
と
想
定
し
得
る
。

恐
ら
く
は
長
安
の
三
階
教
徒
に
と
っ
て
、
神
異
の
事
跡
に
裏
付
け
ら
れ

た
精
神
的
支
柱
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
開
元
年
間
（
七
一
三
―

七
四
一
）
に
、
大
行
の
集
団
が
王
朝
の
意
を
受
け
て
三
階
教
徒
を
取
り

締
ま
る
際
に
）
9
（

、
善
導
が
金
剛
を
論
破
し
た
事
跡
が
演
出
さ
れ
、
更
に
は

そ
れ
が
大
行
に
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
言
及

し
た
大
行
が
転
向
さ
せ
た
法
師
と
い
う
の
は
恐
ら
く
三
階
教
の
指
導
者

の
立
場
に
あ
っ
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
、『
念
仏
鏡
』
研
究
と
三
階
教
研
究
を
連
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

『
念
仏
鏡
』
が
対
三
階
教
と
い
う
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
、
撰
述
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
開
元
年
間
に
お
け
る
体
制

の
動
向
と
歩
み
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
三
階
教
の
動
向
と
関
連
付
け
な
が
ら
『
念
仏
鏡
』
に
お
け
る

祖
師
崇
拝
の
現
象
を
論
じ
た
。
そ
の
結
果
、
善
導
、
大
行
の
祖
師
化

は
、
先
行
す
る
信
行
の
神
格
化
を
意
識
し
て
推
進
さ
れ
た
思
想
動
向
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
金
剛
が
三
階
教
関
係
者
で
あ
る

可
能
性
が
濃
厚
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
対
論
者
の
善
導
が
三
階

教
へ
の
対
外
的
な
姿
勢
の
文
脈
の
も
と
祖
師
化
さ
れ
て
い
た
と
い
う
背

景
を
併
せ
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
も
提
言
し
得
た
の
で
あ
る
。

1　

加
藤
﹇
二
〇
一
七
﹈
三
四
―
三
五
頁
。

2　

矢
吹
﹇
一
九
二
七
﹈
二
―
五
頁
。

3　

西
本
﹇
一
九
九
八
﹈
一
一
九
―
一
二
一
頁
。

4　

西
本
﹇
一
九
九
八
﹈
一
二
一
―
一
二
四
頁
。

5　

矢
吹
﹇
一
九
二
七
﹈
五
頁
。

6　

加
藤
﹇
二
〇
一
七
﹈
三
一
―
三
三
頁
。

7　

岩
井
﹇
一
九
五
七
﹈
三
〇
三
―
三
〇
五
頁
。

8　

西
本
﹇
一
九
九
八
﹈
八
二
―
八
四
頁
。

9　

加
藤
﹇
二
〇
一
六
﹈
一
一
〇
―
一
一
一
頁
。

〈
一
次
文
献
〉

『
念
仏
鏡
』（「
寛
永
十
九
年
版
」
加
藤
弘
孝
所
蔵
本
）

『
両
京
新
記
』（
福
山
敏
男
「
校
注
両
京
新
記
巻
第
三
」（『
美
術
研
究
』
第

一
七
〇
号
、
東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部
、
一
九
五
三
）

『
大
乗
法
界
無
尽
蔵
法
釈
』（
黄
永
武
編
『
敦
煌
宝
蔵
』
第
六
冊
、
新
文
豊
出

版
公
司
、
一
九
八
一
）

〈
二
次
文
献
〉

矢
吹
慶
輝
『
三
階
教
之
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
七

岩
井
大
慧
『
日
支
仏
教
史
論
攷
』
東
洋
文
庫
、
一
九
五
七

西
本
照
真
『
三
階
教
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
九
八

加
藤
弘
孝
「『
念
仏
鏡
』
の
時
代
相

―
大
行
の
事
跡
を
基
軸
に
し
て

―
」

『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
六

加
藤
弘
孝
「『
念
仏
鏡
』
の
撰
述
背
景

―
「
誓
願
証
教
門
」
に
見
え
る
善
導

観
を
中
心
に

―
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
六
巻
第
一
号
、
二
〇
一
七

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　

信
行
、
大
行
、
堅
行
、
宣
化
尼
寺
、
同
行
思
想

（
知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
研
究
助
手
・
博
士
（
文
学
））


